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研究成果の概要（和文）：本研究は広汎性発達障害による少年非行や犯罪の発生原因を明らかにし、予防策を提案した
。第１に「いじめ」の早期発見と学校を挙げての対処で二次障害を来す危険性は低下し、非行を防止できる可能性があ
る。第２に、広汎性発達障害に特有な「こだわり」による行動が非行に繋がる「悪意のない非行」は、教科学習に潜む
特有な危険因子を排除した適切な指導によって防止できる可能性がある。第３に、児童自立支援施設に入所中の広汎性
発達障害児への指導は、現行の自立支援計画に加えて、発達障害に対する個別の支援計画の策定が必要である。

研究成果の概要（英文）：The present study examined causes of juvenile delinquents in children with pervasi
ve developmental disorders (PDD) and proposed the preventive measures. First, it is important that the bul
lying was detected early and gotten rid of bullying by the whole-school efforts, in order to prevent the s
econdary problems and then juvenile delinquents. Second, 'innocent juveniles', which were produced from ob
sessions in PDD, were prevented by the adequate instructions that excluded the risk factors hiding behind 
in subject learning. Third, in supporting children of PDD who were registered in children's self-reliance 
support facilities, it is necessary that individual support program must be formulated in addition to curr
ent self-reliance support program.
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１．研究開始当初の背景 
最近、少年犯罪の凶悪化と低年齢化が指摘

されている中で、アスペルガー症候群や高機

能自閉症などの高機能広汎性発達障害

（HFPDD）の青少年が犯した重大事件が、

その動機の不可解さや犯行の特異性や猟奇

性のために注目をあび、社会的な波紋を巻き

起こしている。 

HFPDDにおける少年非行の発生原因を探

るためには、障害特性に起因する個人の危険

因子と家族や関係者などを含む個人を取り

巻く環境の危険因子、そして、それらの危険

因子間の相互作用や相乗作用といった 3つの

観点から分析する必要がある。 

 HFPDDの一次障害が原因となる少年非行

は、対人関心や接触の過誤が触法行為となる

事例、モノへのこだわりが高じて窃盗に至る

事例など、いわゆる従来型の非行が多くを占

める。ところが、親や教師さらには級友の

HFPDDについての誤解や無理解という環境

の危険因子が作用すると虐待や深刻な「いじ

め」が発生し、HFPDDの青少年にとってこ

れらの耐え難い辛い経験が二次障害として

の被害念慮や攻撃・破壊の衝動を募らせる。

そして、学校における理科実験や平和学習な

どの教科や単元の内容が図らずも犯罪の手

口のモデルとなって猟奇的な重大事件に発

展する場合が想定される。このように見てく

ると、個人の危険因子としての一次障害に比

べて環境の危険因子、およびそれらの相互作

用としての二次的障害が重大な事件と密接

に関連している可能性が推察される。 
 
２．研究の目的 
本研究は HFPDD における少年非行や犯罪

の発生原因と抑止対策を解明するために以

下の３つの観点から検討した。 

（１）少年非行や犯罪の動機に深くかかわる

と推察される学校における「いじめ」の発生

過程を観察し、効果的な対策を考察する。 

（２）少年非行や犯罪の実行行為に影響を及

ぼす可能性のある教科や単元の内容を吟味

して、対策を提言する。 

（３）非行少年や虞犯少年を入所対象とする

児童自立支援施設には発達障害もしくはそ

の疑いのある青少年が多数入所している。児

童自立支援施設における発達障害のある青

少年の処遇の実態を解明する。 
 
３．研究の方法 
（１）いじめの実態把握と対処法について 

発達の早期から現在まで定期的に行動観

察を実施し、その記録を集積している 3例と

新規２例の合計５例の広汎性発達障HFPDD

児について、学校場面における行動観察を行

った。さらに、担任教師と保護者にいじめへ

の対処法や家庭での様子を聴取した。 

（２）教科及び単元の適切性の検討 

 小学校の教科書について、HFPDDの障害

特性に照らして、内容の適切性を吟味した。 

（３）児童自立支援施設における処遇の実態 

全国の 58 の児童自立支援施設に併設され

ている分校・分教室の教職員を調査対象とし

た。児童生徒の学習・社会性・行動の 3側面

の実態把握に関する項目、指導・支援方法に

関する項目、個別の支援計画を含む施設の支

援体制に関する項目の全 29 問からなる自作

の質問紙を作成し、郵送法にて調査を行った。 
 
４．研究成果 

（１）いじめの分析と対策 

体力測定などの全校的な行事の際などに

上級生からの嫌がらせやいじめが確認され

た。また、同学年の他クラスの特定男児（A）

から対象児の障害特性に焦点化した執拗な

までのいじめを受けたため、この対象児は被

害関係念慮を持つようになり、「A が隠れて

いて僕を狙っている」と言って怯えるように

なった。このように、いじめを受けるのは上

級生や同学年の他クラスの成員からの場合

が多かった。担任教師や保護者への聞き取り

から明らかになったことは、これらの対象児



が在籍するクラスでは、折に触れて対象児の

障害特性についてクラス成員に対して丹念

に説明がなされていることであった。クラス

成員による対象児の理解と日常的な接触経

験が「いじめ」を抑止し、対象児への適切な

支援に繋がっていることが推察された。一方

で、課題となるのは、他のクラス成員や上級

生からのいじめである。「いじめ」の事実を

早期に発見し、学校を挙げて対処できれば二

次障害を来す可能性は低くなることが示唆

された。早期に適切な対処がなされるために

は、担任教師はもとより校長や教頭そして、

とりわけ特別支援教育コーディネーターの

役割が重要であることが明らかになった。コ

ーディネーターは「いじめ」問題を校内委員

会において全校の問題として取り上げ、対処

法を含めた解決方法を模索すべきであるこ

とが示唆された。 

（２）教科や単元の内容 

調査対象とした教科のうち、理科と保健体

育の教科について以下に述べる。 

理科の「燃焼の仕組み」という単元を例に

とると、この内容は主に火を扱う学習であり、

障害の有無に関わらず注意して指導を行わ

なければならない単元である。まずは、教科

書に記載されている「やってみよう」という

項目の「いろいろなものを燃やしてみよう」

という文面の影響についてである。HFPDD

の子どもは想像力の障害により、文面だけを

そのままに受け取り、他児と違って言葉の裏

側にある意味を想像し補う力が乏しい。つま

り、「いろいろなものを燃やしてみよう」と

いう文では、その言葉の裏側にある「燃やし

てよいもの・悪いもの」などというものまで

を想像し、理解することが難しく、言葉のと

らえ違いがおきた場合、危険な行為へとつな

がりかねない。火の扱い方などについて正し

い事、許されない事などを適切に指導されて

いれば、この「悪意のない実験的な行為」に

よる非行問題の出現は防ぐことはできると

考える。 

その他、保健の「育ちゆく体とわたし」は、

性に関する内容を学習する単元であり、教科

書や授業内で使用する教材などには、男女の

水着姿の写真、女性器、男性器のイラストな

どが多く見られる。HFPDD児に特有な視覚

優位性という障害特性などから、興味が写真

やイラストなどへ集中し、学習目標とは裏腹

に負の行動を惹起する可能性がある。

HFPDDに対しては、性に関する学習と同時

に異性とのつきあい方などについて適切な

学習ができる機会を多く設ける必要がある。 

 理科と保健体育以外の教科においても、同

様な問題点が見出された。HFPDDの障害特

性の一つである「こだわり」によって生じた

行動が非行問題となるような「悪意のない非

行」については、学校での適切な指導により

防ぐ事ができる可能性が高いことからも、学

校や教師がいかに HFPDD のある児童を理

解し、児童の立場に立って適切な指導ができ

るか否かにかかっている。 

（３）児童自立支援施設の実態 

児童自立支援施設に勤務する教職員が指

導上困難を感じる点について「学習指導面」、

「対人社会的側面」、「行動面」の三側面につ

いて回答を得た。 

学習指導上の困難に関して、「学力の遅れ」

は「落ち着きのなさ」や「学習への集中力の

なさ」などに起因した事象で、教職員の教科

指導力のみによって改善される問題ではな

く、その原因と考えられる「学習への集中力

のなさ」をいかに改善するかという点に工夫

を要すると考えられる。また、子ども一人ひ

とりに応じた興味の開発や教材・教具の工夫

など様々なアプローチを経て、集中力を高め

ることによって、副次的な学力や学習意欲に

係る問題の緩和ないし解消を目指す指導計

画の作成が必要であると考える。 

対人社会的側面の指導上の困難について

は、「共感性の乏しさ」に多くの回答があっ



た。「共感性の乏しさ」は彼らの生活体験の

乏しさや被虐待体験などの様々な要因によ

って、対人コミュニケーションなどを円滑に

行うことができず他者感覚が身に付かなか

った結果であると考えることができる。その

ために、相手の気持ちなどを察することがで

きず、相手とのよりよい関係づくりに困難が

生じ、結果として表出する「友人関係を築け

ない」ことも問題点として取り上げられたと

考えられる。 

行動面の困難についての回答からも、「落

ち着きのなさ」 (77.1%)、「多動性」 (66.5%)、

「粗暴な言動・行動」 (64.7%)、「衝動性」 

(54.7%)と注意欠陥多動性障害（ADHD）の

特性に合致する回答が多く見られたことに

より、先に述べたように ADHD の傾向のあ

る子どもが多く在籍していることを裏付け

る結果となった。また「粗暴な言動・行動」

が 60%以上の教職員の回答に挙げられたこ

とから、教職員も反抗挑戦性障害から行為障

害への過渡期にある子どもが多く存在する

と感じているのではないかと推察された。 

学習指導上の留意点としては、「学力の遅

れ」以上に「学習への集中力のなさ」に留意

している教職員が多く、教職員も子どもの

「学力の遅れ」の原因と考えられる「学習へ

の集中力のなさ」に着目して集中を促す工夫

を取り入れ日々の教科指導にあたっている

ことが分かった。 

対人社会的側面の留意点について、回答者

の平均値は 48.1 名(28.3％)と低い値であり、

学習指導面に留意している教職員よりも少

なかった。このことから、児童自立支援施設

で学校教育にあたっている教職員は教科指

導について多様なメソッドに基づき指導や

支援を展開しているものの、対人社会的側面

については学校教育のなかで指導するには

時間に制限があり、加えてマンパワーの不足

により充足しているとは言えない状況であ

ると考えられる。 

行動面の指導上の留意点について、回答者

の平均値は先に述べた学習指導上の留意点

や対人社会的側面の留意点よりさらに低い

値を示した。行動面の指導上困難を感じる項

目として挙げられた「落ち着きのなさ」や「多

動性」は本調査項目においては、およそ半分

以下にとどまった。行動面の指導上の留意点

も対人社会的側面と同様に、教職員の専門性

によるところが大きく、指導上困難を感じて

いても、個のニーズに応じた指導を適宜展開

することは難しいと考える。 

 以上に述べたように、児童自立支援施設に

勤務する教職員の多くは発達障害が疑われ

る児童生徒の指導に困難を感じているのに

対して、その問題点に留意して指導にあたっ

ている教職員は少ないという現状が窺えた。 
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